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1 研究計画の進捗度 3.0

[評価所見]

　研究は順調に進展している。

  モモは日持ちしないことが問題であるが、この新しいモモにより日持ちが改善
することのメリットは大きい。それを使用することで、加工特性を向上させ利用
性を高める効果が期待できる。

　新しい肉質モモの需要の掘り起こしのため、関係者への成果の発信を迅速に
行ってほしい。

　どのような市場（マーケットセグメント）にニーズがあるのか明確にすること
で、具体的な取り組みを検討しやすくなると考えられる。

　このような肉質のモモについて、全国に向けてPRしていくとよい。

様式８　　　　　　　　　中間評価報告書

令和２年１０月５日（月）

新しい肉質のモモの多様な流通・販売に向けた加工・貯蔵方法の開
発

　令和元年度　～　令和３年度

評価項目

総理研研究　


